
都道府県財政比較分析表(平成16年度決算)
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福岡県
※グループ平均を100とした
　ときの比率で表した。

※グループとは、道府県を財政力指数の高低によって4つに分類したものである。
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分析欄

○財政力指数 … 財政構造改革の推進による県税収入の確保、特に滞納整理の強化を図ってきた結果、平成１４
　　　　　年度以降、僅かずつではあるが改善している。
○経常収支比率 … 人件費や扶助費等の割合が高く、平成９年度には全国ワースト４位であったが、財政構造改革
　　　　　による収支改善を図った結果、平成１６年度は全国中位レベルとなった。
○起債制限比率 … 将来の元利償還金に対して地方交付税等による財政措置が講じられる県債の活用に努めたこ
　　　　　とや、建設事業費の抑制等により、改善傾向にある。
○人口一人当たり地方債現在高 … 普通建設事業費の割合が小さく、県債の発行額が比較的少ないことから、全
　　　　　国比で低い水準を維持しているが、近年、経済対策や税収不足を補うための県債発行により、残高が累増
　　　　　しており、抑制を基調としつつ適切な県債の発行に努めている。
○ラスパイレス指数 … 勤務成績による特別昇給の凍結などにより、水準は徐々に低下している。また、平成17年
　　　　　７月からは職員の給料の減額措置を行っている。
○人口100,000人当たり職員数 … 平成１２年から平成１７年の５年間において、出先事務所の統廃合、県立病院の
　　　　　廃止、アウトソーシングの推進等により１，３８１人（▲２．５％）の職員削減を行っており、人口当たり職員数
　　　　　は都道府県平均より少なくなっている。
　　　　　　平成１７年４月から平成22年３月までの定員については、事務の選択と重点化やアウトソーシングのさらな
　　　　　る推進などにより、国の指針にある総定員の４．６％を念頭に計画的な削減に取り組む必要があると考えて
　　　　　いる。


